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【政策分野２】地域の宝を見つけ、磨き、光をあてるまちになる
インバウンド向け旅行情報提供

（５）DISCOVER OMITAMA～小美玉魅力発見ツアー～とは
茨城空港を利用し日本へ観光に来ている中国人は現在約４万人いますが，主にそのままバスに乗って東京や日光など県外へと観光へ向かい，小美玉市への経済効果は限定的という現状です。
そうした中，中国人観光客の関心を喚起して市内への誘客に繋げるため，茨城大学と協力し，小美玉市の魅力を中国のアプリに発信するための動画を製作しています。また，魅力発見ツアーで発掘した情報は随時リアルタイムに中国のアプリに掲載しています。

■手法
・茨城大学中国人留学生が中国のアプリWeiboにツアーの様子をリアルタイムに掲載。
・小美玉市在住の若手映像クリエイター 立原裕之 氏 が製作。
・日本語テロップ・中国語テロップの２種類用意。

■発信場所
・Youtubeに掲載
・facebookで発信
・市ホームページに掲載
・市内公共施設など各施設で流す
・テロップを中国語にして春秋航空チェックインカウンターなどで流すほか，
中国アプリWeibo（ウェイボー），Wechat（ウィチャット）に掲載

■モデル
・茨城大学人文学部学生４名・中国人留学生２名

■中国のアプリ
・Weibo（ツイッターのようなもの）
日本に関する観光・文化・ファッション・買い物情報等を発信。中国大陸のユーザーはWeiboとWechatという２大ＳＮＳを利用しており、用途に応じて使い分けています。
・Wechat（LINEのようなもの）
2013年4月末の時点で登録ユーザー数は4億人に達しており、同年10月には6億人を越えたとの推定も報道されています。























チャレンジショップとは


「市民が参加できる商空間」。将来独立を目指す住民が，販売活動を通じて地元農畜産物や特産品の紹介，地域情報の発信を行いながら地域の活性化を図る，六次産業化を目指した店舗。
入替日：平成28年8月1日（月）

既存店舗（第１期生）
新規店舗（第２期生）
1
ままちゃん’sばぁ（代表：東ケ崎郁乃）
ｍｉｏ（代表：柳井郷平）
2
自然派カフェ Ａｎｏ（代表：篠田沙耶香）
みんなの台所（代表：藤田弘美）
3
Farmer’s  Cafe　ふるふる（代表：押手哲也）※１年間継続

■ 新規店舗
mｍｉｏ（代表　柳井郷平）
・販売予定商品：豚丼，トン汁
・出店者コメント：小美玉の食材をメインにした飲食店開業を目指しています。店名は「made in omitama」の頭文字を取りました。「made in omitama」にこだわり生産者協同経営を活かして小美玉市のPRと小美玉農業の発展に繋げたいです。
みんなの台所（代表　藤田弘美）
・販売予定商品：調理用に下ごしらえをした食材
　　（ご年配向けに1食分のトン汁の具セットなど）
・出店者コメント：2年間で実績と信頼を積み，ゆくゆくは施設用食材の販売を加えることで，家庭用と施設用の2方面へビジネスを展開していきたいです。
■ 継続店舗
FFarmer’s Cafeふるふる（代表　押手哲也）
・販売商品：焼き栗，フレッシュジュース，タルト，キーマカレー，キッシュなど
・2年間を振り返ってのコメント
　　季節メニューはもちろん，小美玉産のアピールが足りなかった。3年目は商品名などを工夫しながら小美玉産を強くアピールし，次期出店者のみなさんにはチャレンジショップの先輩としてリーダーシップを発揮していきたいです。
■卒業店舗
aままちゃん’sばぁ 
・コメント：毎日売場に立つことで，「売れるもの」を見つけることができ経営を安定させることができました。シフトを組むことなどの「段取り」が大変で店舗運営の難しさを実感しました。しかし地道にやっていくことで，ファンもついてきてくれることも実感できました。今後は自家農園で加工した商品の販路拡大に尽力し，小美玉の食材PRを継続していきたいです。
a自然派カフェ Ａｎｏ 
・コメント：良かったことは，地域の人とのかかわりが増えたこと，自分のやりたかったことを形にできたこと。商品としては，お客様のニーズよりも，妥協せず自信を持ってお客様に提供できる商品を重視し，素材にこだわったものを販売してきました。小麦粉１つとっても国産のものを使用す
るため仕入れが大変でしたが，結果として
地元客から噂が広がり，根強いリピーターに
繋がりました。




























◇問い合わせ先
産業経済部 商工観光課
商工観光係　新保智史
℡0299-48-1111（内線1162）



